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人手不足・鳥獣害・気象リスク対策など、日本の農業・次世代の農業経営を支える最新ソリューションが集結 

日本最大*1「第 16回 農業WEEK」10月 7日（水）～9日（金）幕張メッセで開催 
 

 

新フェア「高温対策・気象リスク対応フェア」「“日本の農業技術・資材” 輸出フェア」が初登場 

RX Japan合同会社（本社：東京都中央区、代表執行役員社長：田中 岳志）は、2026年 10月 7日（水）

～9日（金）の 3日間、幕張メッセにて日本最大＊1の農業・畜産の展示会「第 16回 農業WEEK（通称：J-

AGRI TOKYO）」を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の農業を取り巻く環境は、厳しさを増しております。慢性的な担い手の減少や人手不足に加え、生産資材や燃油の

物価高騰によるコスト増、猛暑や豪雨など気候変動に伴う高温障害・気象リスク、野生鳥獣による農作物被害など、生

産現場は日々、山積みする課題と向き合っています。 

一方で、今年上半期の農産物含む農林水産物・食品の輸出額は 8,977億円となり、前年同期より 10.9%増の過去

最高を更新しました*2。農林水産省によると、日本食への関心の高まり、インバウンドによる日本食・日本産品の認知度向

上、健康志向の高まり等を背景に、既存商流における取扱量の拡大や新規商流の獲得などが輸出増加の要因とのことで

す*2。ただし、2030年に輸出額 5兆円にするという政府目標*3はまだ遠く、さらなる拡大が求められています。今後、輸

出競争力を高め、限られた人手で安定した経営を続けるためには、省力化・高効率化を実現するスマート農業技術の導

入、高付加価値化、海外販路の開拓など、生産から販売までを効率化する取り組みが必要です。 

本展示会では、こうした日本の農業が抱えている問題に対応する、省力化・高効率化を実現するスマート農業技術や、高

付加価値化・輸出拡大につながる最新の製品・サービスが、同時開催展を含め約 1,000社から一堂に集結します。 

 

 

報道関係各位 <プレスリリース> 

 

 



*1同種の展示会との出展社数、製品展示面積の比較（2026年 7月時点、主催者調べ） 

*2参考：農林水産省「2026年 1-6月の農林水産物・食品の輸出実績」（2026年 8月 4日） 

*3参考：農林水産省「食料・農業・農村基本計画」（2025年 4月 11日 閣議決定） 
 

「農業WEEK」とは  

農業資材、スマート農業製品、畜産資材、6次産業化製品、脱炭素・SDGs製品など農業生産に関わる製品・技術・

サービスが日本だけでなく世界中から一堂に集結する日本最大*¹の展示会です。農業法人、畜産農家、農協、新規参

入検討企業などが来場し、現場課題の解決に直結する商談・情報交換ができます。 

本展は、下記 6 つの専門展から構成。出展企業と来場者の間で活発な商談が繰り広げられるほか、業界の最前線を語

る無料セミナーも毎日開催されます。 

① スマート農業 EXPO 

最新の IT・DX、ドローン、ロボット、植物工場、参入支援、人材不足解消・作業負担を軽減する製品など最新の技

術が一堂に出展。 

② 農業資材 EXPO 

最新のハウス・露地栽培資材、農機、肥料、包装・物流、鳥獣害対策などあらゆる資材が一堂に出展。 

③ 次世代農業経営 EXPO 

マーケティング・販路開拓支援、人材確保・育成支援、経営管理システム、加工機械・6次産業化などを支援する

企業が一堂に出展。 

④ 畜産資材 EXPO 

飼料、給餌器や、畜舎、衛生製品などの資材・設備、IT を用いた農場/生体管理などのサービスが一堂に出展。 

⑤ 農業 脱炭素・SDGs EXPO 

CO2削減や有機栽培、SDGs推進可能な最新の製品、サービスが一堂に出展。 

⑥ 畜産 予防・衛生 EXPO【NEW】 

消毒・衛生資材、感染・病気予防、害獣・害虫対策、畜舎/人の衛生管理、IoTシステムなどの資材・サービスが出

展。 

 

２つの同時開催展  

「農業WEEK」と合わせて、２つの展示会も幕張メッセ内で同時開催いたします。 

 第 20回 GARDEX（国際ガーデン＆アウトドア EXPO） 

日本最大級のガーデニング・アウトドア・空間デザインの展示会で、ガーデニング用品、ガーデン雑貨、花・植物、アウト

ドアリビング用品、キャンプ用品・グランピング用品、空間デザイン用品が集結します。 

 第 16回 TOOL JAPAN 

日本最大級の工具・作業服・安全用品の展示会で、プロ向けツール、DIY向け製品、安全用品、作業服・作業靴

が集結します。 



 見どころ① 最新技術が見られる「スマート農業 タッチ＆トライ 2026」 

スマート農業イノベーション推進会議（IPCSA）が本展と連携して実施する、スマート農業機器の実演・操作体験企画。

2回目となる今回は、幕張メッセ 8 ホール南出口に隣接する駐車場を会場に、各社の実演展示をタイムテーブル形式で

実施。最新スマート農業機器の"動く姿"を間近に見て、操作を体験することができます。 

持続可能な農業経営の実現に向けて、スマート農業機器の最前線をぜひ会場でご体感ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
【製品例】 

ラジコン式防除機、液剤散布ロボット、自動走行装置付きのリモコン草刈機、完全電動・リモコン操作の運搬・清掃

機など 
 
【昨年の様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 

見どころ② 【新設】高温対策・気象リスク対応フェア 

近年、記録的な猛暑により全国各地で農作物の高温障害が深刻化しています。現場課題に正面から対応するため、本

フェアを新設しました。施設園芸の暑熱対策資材から、高温ストレス下の収量・品質を支える製品まで、高温と気象リスク

に備える最新の製品・サービスを一堂に集め、比較検討することができます。 

 

【注目製品】 （※一部抜粋） 

■ 紙製農業用マルチシート OJI サステナマルチ 

 
 
 
 
 

気化熱により地温上昇を抑制。夏場の地温で最大-5℃の抑制効果が認められ
ました(黒ポリマルチとの比較/出展社調べ)。収穫後に土壌にすき込むと分解され
ます。回収作業・産業廃棄物処理が不要です。 
【出展社：王子エフテックス 株式会社】 



 
■ バイオスティミュラント資材 グリベテン NK 

 
 
 
 
 
 
 

見どころ③ 農業分野のセミナーを全 61講演 開催（予定） 

会期中は、農業・畜産分野の最新トレンドを学べる行政・研究・現場のキーパーソンによるセミナーを毎日開催します。聴

講は無料（事前申込制）。※都合により講師、プログラムの内容に変更がある場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

【今回の注目セミナー】 （※一部抜粋） 

日本農業の未来と成長戦略 
2026年 10月 07日（水）｜11:00 ～12:00 

＜講演内容＞ 

農業の未来を左右する構造転換の最前線を、豊富な先進事例とともに 

解説します。人手不足の本質や輸出・AI・異業種連携の可能性を学び、 

持続可能で収益性の高い農業経営とは何かを考えます。 
 
望ましい営農型太陽光発電の実践による環境再生型農業を取り入れた持続可能な農業の実現 
2026年 10月 09日（金）｜13:00 ～14:00  

＜講演内容＞ 

営農型太陽光発電は、農業経営の改善に資する取組となり得るものの、営農が適切に継続されない事例が散見されたこ

とから、農林水産省において、望ましい営農型太陽光発電の考え方が示されました。本講演では、望ましい営農型太陽

光発電について、水稲の中干し延長を始めとした環境再生型農業を取り入れた取組事例を交えながら、有識者とともに

議論します。 

 

 

 

 

 

 

山口 靖 氏 
農林水産省 農産局長 

高濃度グリシンベタインにより優れた浸透圧調整作用を発揮し、果実の水分や熱
ストレスに起因する裂果などから作物を保護します。さらにカルシウムやホウ素が作
物の組織を強化することで、細胞に弾力性を与えグリシンベタインと相乗で働き、
果実の秀品率が向上します。またカルシウム欠乏症の軽減にも役立ちます。 
【出展社：株式会社 ハイポネックスジャパン】 

中野 年章 氏 
ヤンマーホールディングス（株） 
ヤンマーネットワーク組織 

「ヤンマー・サステナブル・ファーム」  
ネットワークマネージメントオフィス 部長 

木村 崇之 氏 
農林水産省 

大臣官房環境バイオマス政策課 課長 

後藤 明生 氏 
（株）フェイガー 

CAO（Agriculture）  
Head of R&D Division 



このほか、「長続きする農場防疫「はじめの一歩」」や「家畜に及ぼす近年の猛暑の影響と効果的な暑熱対策」など、畜
産・現場の課題に直結するセミナーも多数開催予定です。 

 

■取材のご案内（事前申込制） 

◆ご取材のお申し込みはこちら 
https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp/press.html 
 
――― お気軽にご相談ください ――― 
・ご希望に応じて、事前に取材対象やテーマのご相談も承ります。 
・会期前日（10月 6日）の取材につきましても、事務局側でスケジュール調整が可能な場合がございます。 
・会期当日のお問い合わせについても、可能な限り取材をお受けいたしますので、ぜひお気軽にご連絡ください。 

■開催概要 

日本最大！農業・畜産の展示会 

第 16回 農業WEEK（通称：J-AGRI TOKYO） 
会期：2026年 10月 7日（水）～9日（金） 
会場：幕張メッセ 国際展示場 4～8 ホール 
主催：RX Japan合同会社 
同時開催展：第 20回 国際ガーデン&アウトドア EXPO（GARDEX）／第 16回 TOOL JAPAN 
入場：無料（事前の来場登録が必要） 
公式Web：https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp.html 

■会社概要 

社名：RX Japan合同会社 
本社所在地：東京都中央区八重洲 2-2-1 東京ミッドタウン八重洲 八重洲セントラルタワー11階 
代表執行役員社長：田中 岳志 
事業内容： 
●東京/幕張/横浜/名古屋/大阪/神戸/福岡/熊本などで 年間 38分野 109本の展示会を開催（2026年） 
●日本企業の海外展示会への出展サポート（RX ISG） 
設立：1986年 8月 
HP：https://www.rxjapan.jp/ 

■本件に関するお問い合わせ先 

農業WEEK展示会事務局 広報担当  

TEL：03-6739-4111 

MAIL：jagri.jp@rxglobal.com 

 
※掲載の出展社数及び講演数は同時開催展を含む 2026年 8月 1日時点の最終見込み数字であり、開催時には増減する可能性がございます。また出展

社数は出展企業に加え、共同出展するグループ企業・パートナー企業も含みます。 

https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp/press.html
https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp.html
https://www.rxjapan.jp/
mailto:jagri.jp@rxglobal.com

